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2023 年度 長浜教区教化研修計画概要 

教区教化テーマ 

南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう 

-寄り合い、聞き合い、語り合い - 

１ 教化の方向性について 

昨年度、長浜教区で様々な事業が展開された中で、➀育成員研修会、②組教化推進協議会、➂慶讃法要連続

講座の３つの事業が特筆すべき事業として実施できました。 

➀ 「育成員研修会」 僧侶の足元（原点回帰） 

住職や坊守などを対象とした事業で、寺を預かる立場にあるものが「私たちは、真宗を要として『教え・救い・寺

院』を考えることが出来ているかどうか」という発題から、互いに悩みや思いを語り合うことを通して、教え・救いを

真宗に求める意味について再確認し、自らの姿勢を振り返る学びとなりました。 

② 「組教化推進協議会」 ご門徒と共に（聞き合い、語り合い） 

「僧侶が大事にしているお寺・門徒が願うお寺」をテーマに据え、僧侶や門徒の双方から見たお寺像について

熱く語り合う場となりました。この協議会により、門徒の厳しい声は住職への願いの裏返しであること、僧侶と門

徒との対話（聞き合い、語り合い）を通して、双方が共に歩みゆく営みの重要性が明らかになりました。 

➂ 「慶讃法要連続講座」 聞法に志す（寄合談合の精神） 

コロナ感染拡大によって 1年延期して開催することができました。講師からの講話を聴聞した後に、日程に座談

を組み入れ、どの班も時間が足りないくらい活発に語り合いがなされました。 
 

これら３つの事業に共通することは、聖典の学習や聞くことで終わる研修形態ではなく、参加者が互いに「聞き合

い、語り合う」ことを中心とした研修でした。このように講師からの講話や取り組みの発表を聞くだけではなく、参加者

が互いに感想や考えを聞き語り合うことによって、講話などを自
・

分
・

ご
・

と
・

として受け止め直し「自らの仏法に対する自身

の姿勢や生活」を再確認し、真宗門徒の生き方を学ぶという大きな意義がありました。また、コロナ禍で生じた人間関

係の断絶の危機を乗り越えるためにも、対面で語り合うことの重要性を再確認しました。 

そこで、今年度は「いわれを聞き足元を見直す」という原点回帰と、蓮如上人の「寄合談合」の精神を想起し、あら

ゆる研修会や協議会において「聞き合い、語り合い」を取り入れていきたいと思います。これによって、住職同士や門

徒同士、また住職と門徒との関係を深め、真に同朋社会の形成に向けて歩んでいきたいものです。 
 

２ 長浜教区での教化方針について 

2024年 7月に京都教区として共に歩みを始めるために、昨年度から協議検討する会議が頻繁に開かれています。

また、教区としてこれまで築き上げてきた教線を確実に保持し続ける「長浜特区」として再出発できるようにしなければ

なりません。具体的には「長浜教化センター」（仮称）を設置し、改編後スムーズに教化事業が実施していけるよう検討

を重ねています。このように、今年度は新たな教区教化・特区教化の方向性を決定づける重要な１年となります。 

そこで、主に下記の点に重点を置いて事業を展開することとし、2023年度下半期（2024年 1月～6月）は、新体制

に移行する期間といたします。 
 

【教化本部の取り組みの重点項目】 

① 「原点回帰」「循環する教化」を基調とした事業展開 

② 教区改編に関する教化体制づくり 

・新教区・長浜特区として教化事業を推進できる体制 

・「長浜教化センター」への事業の移管 
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